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 Σ,v/畠を計算し,グ(』y…,κα)を求め,この量と数値計算された吸収との比較を試みた,結果は  
 論文〔2〕の第3～9図に示されている.各区問で3種の状態の,1よ〔は夫々区別してありそ』II、らの
 点は勿論吾々の設けた種類)仮定や近似のためにかなり散らばっているが,この三種の状態の・F
 均としてこれらを…木の山線で近似することは可能である.従ってΨ(y,,、,K,α)を一つの変数と
 考え,吸収はこれらの一意的函数であるとすると,任意の温度,気圧の時に吸収が簡単に求めら
 れる.その憐な意味で,この方法はElsasserとKingの与えたuniversalcurveの考え方
 の一般的な拡張と云えると思う.実際の計算研)際阜二使う1)arameter,Σ亀及びΣ〉/5を300。K,
PRPR
 265K,240。K,218。Kについて,il'算しこれを温度の函数として論文〔2〕の第10及び第11図に
 示した.
 最後に,先に考察し・た様に12-13μ及び13-14μでは,数値計算の結果そのものがHoward
 等の実験と一致してないので,一1二述の近似法を使・)場合にも,そのことを注意し.なけれ.ばならた
 い.参考の為に,この一1つの区間のHoward等の実測値を,吾々の、1「'算1.たグ。)函数として図
 上に、点線で示した.
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審査結果要旨
 炭酸ガス15μ帯の吸収1ま地球の温暖化の問題や成層圏の熱均衡の問題に重要な役割を演じて
 いるので最近Cloud,Howard,Burch,Williams,Kaplan,Eggers,Madden,Kostkowsky
 等による多くの研究が発表されている.しかし,低分解能の分光器による研究は全波長域の吸収
 を知るには都合が良いが狭い波長域の吸収をみるには不十分であるし,また高分解能の分光盟に
 よる研究は未だ限られた波長範囲についてしか実行されておらず,従ってこれまで得られた実験
 室の吸収の知識をそのまま大気輻射の問題に利用するわけにはゆかない.そこで著者は15μ帯の
 各々の吸収帯につい,Kostkowsky,Kaplan,Madden等によって得られたbandintensityに
 基き各吸収線の強さを理論的に計算し,最も強い線の吸収についてはElsasserの模型を用いた
 上,弱い線の吸収を補正する近似法を.IE夫して12-18μの全波長域の吸収及び1μ間隔内の吸収
 率の数値計算を行った.そして特に,圧力効果を知るために常圧,及び1/5気圧の状態の吸収を
 計算した.
 其の結果,常況常圧に於る全波景域の吸収は媒質量が少いときはMartinandBarkerや
 Kaplanの実測とよく一致し,媒質量が多くなるとHoward等の測定値より,やや小さな吸収
 率を与えることが判った.
 圧力効果については,全波長域をとるとHoward等の結果とよく一致する結果が得られた
 が,1μ間隔をとると実測値は計算による圧力効果より小さな圧力効果を示していることが判っ
 た.これは実測疸が低分・解能の分光器によってることに由来するもので,圧力効果に関しては寧
 ろ計算値がより信頼出来る竜,のと思われる.
 次に温度効果を調べるために成層圏の下面の平均温度218。Kを例に採り上と同様の計算方法
 によって吸収率を求めた.温度効果については,未だ室内実験が実行された例がないのでそれと
 の比較吟味は出来ないが,吸収層が厚くなるにつれて温度効果は顕著になり圧力効果に比べても
 決して無視出来ないものであることが判った.この温度効果も大気輻射の評価の際に圧力効果同
 様考慮されねばならない.
 最後に,圧力効果と温度効果を同時に採り入れた吸収の近似的計算方法につれて考察した.
 以、ヒの研究によって大気輻射伝達の研究が受ける利益は想像に難くない、これを要するに本研
 究は大気輻射の最も興味ある問題解決への基礎になるぜ。ので著者が理学博士の学位を得るのに十
 分な資格を有するものと認める.
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